
研究区分 教員特別研究推進 教育推進

研 究

テーマ

患者の行動変容を導く動機づけ技法の修得を目指す

対人援助型コミュニケーション能力育成プログラム

研究組織

代 表 者 所属・職名
短期大学部 歯科衛生学科・

教授
氏名 仲井 雪絵

研究分担者

所属・職名
短期大学部 歯科衛生学科・

准教授
氏名 長谷 由紀子

所属・職名
医療系大学間共用試験実施

評価機構・委員
氏名 吉田 登志子

所属・職名
京都光華女子大学短期大学

部・歯科衛生学科・准教授
氏名 森野 智子

発 表 者 所属・職名
短期大学部 歯科衛生学科・

教授
氏名 仲井 雪絵

講演題目

行動変容を導く Motivational Interviewing の修得をめざすシミュレーション教育プログラムの展開 

研究の目的，成果及び今後の展望

【研究の目的・背景】

動機付け面接法（Motivational Interviewing; MI）とは，患者教育・保健指導の現場で行動変容を導く

対人援助理論とその技法である．健康行動や治療アドヒアランスにおける有効性が報告され，MI は

保健指導に従事する医療者の間で広く認知されている．歯科領域では，本研究代表者と共同研究歴の

ある Philip Weinstein 名誉教授らのグループが MI の有効性を報告している。しかしわが国の歯科衛生

士養成校における歯科保健指導の教育の中で MI に関連するものの導入は皆無に等しい．本研究代表

者は当該領域の専門家と協働し，歯科衛生士に合った MI 修得プログラムを考案した．令和元年度は，

MI 技法を修得するための歯科衛生士向けプログラムを初めて試行した．令和 2～4 年度は模擬患者

（SP）参加型演習として導入し，実践に近似した状況下で教育効果を検証した．その結果，臨床現場

を知らない 2 年次生に SP を相手に MI を実施させるのはかなり困難であった．そこで SP 参加型演習

の前に，難易度を調整した体験に方向転換を図った．昨年度に続き今回も MI に関する講義の後，次

の演習を実施した．①患者と歯科衛生士の会話のシナリオを用いて，チェンジトークと維持トークの

見分け方をトレーニングする．②医療者が SP に保健指導をしている様子をあらかじめ撮影した動画

を用いて，そこで交わされる会話を聞きながら会話分析を同時進行で行う．③学生同士のロールプレ

イによって聞き返しエクササイズを行う．本年度の目的は，MI 修得の学習方略をブラッシュアップ

することである．

【成果及び今後の展望】

歯学教育で当該分野の第一人者である吉田登志子氏と協働でプログラムを考案し，毎年改善を重ね

てきた．今回の対象者である令和 6 年度 2 年生は１年次から新カリキュラムが適用された学年であり，

本プログラムを受講する前に歯科保健指導の基礎知識を学び学内実習の中でシミュレーションをす

る機会が従前よりも多く，また下級生を患者役に見立てた実習の中で一連の歯科衛生過程を経験して

いた．旧カリキュラムの時期と比べ，本プログラムの実施困難を感じる場面はほとんど無かった．カ

リキュラム改正によって新規創設された科目群によって，保健指導の実践を包摂した学修機会が拡充

し重層化されたことが大きな要因であると確信する．プログラム終了後，学生から次年度の臨地実習

で MI を応用する意欲に満ちた意見も聞かれた．今後も引き続き改善を図る所存である．


